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�®�Ù�æ�¦�¯�l�o�s�œ�p�b�T�• ポリオ（急性灰白髄炎）とは「ポリオウイルス」と言うウイルスの感染による病気で
す。ポリオウイルスは１型・２型・３型と３種類存在します。経口感染しますが、感
染しても発病（症状が出る）確率は数パーセントです。殆どの人が感染しても知らな
いうちに治ってしまいます。しかし、発病した場合、手足の麻痺などの重度の後遺症
を伴う病気です。一旦は麻痺等が改善することもありますが、数十年後に再度麻痺が
出現するポストポリオ症候群という現象もある重い病気です。また、特効薬がないの
で予防接種にて予防することが重要です。

�Ô�Š�w	Ý�¯�x�• いわゆる「野生のポリオ」は１９８０年以降日本国内では発生しておりませんが、経
口ポリオ生ワクチンによる麻痺（Vaccine Associated Paralytic Poliomyelitis : 
VAPP)は毎年発生しております（下記参照）。また、生ワクチン接種者からの二次感
染も報告されております。よって、現在国内でのポリオの症例は本来病気を予防する
ために投与された生ワクチンが引き起こしたもののみです。
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確かに、国内では野生のポリオという病気は発生しておりませんが、海外ではまだ発
生している地域が現在もあります。そのような地域より「輸入」される可能性もあり
ますので我が国でも予防接種を継続する必要があると思われます。WHO等は世界各
国にてポリオ根絶に取り組んでおり、いずれは成功すると期待されております。
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厚生労働省によると、４６０万人に１人とのことですが、米国CDCによりますと２
４０万人に１人、WHOによりますと１００万人に１人の割合で麻痺等（VAPP)が発
生するといわれております。
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分かりません。野生のポリオが発生しない国では生ワクチンを使用する必要性はあり
ません。殆どの先進国は不活化ポリオワクチンを使用しており、米国では１０年前に
不活化ワクチンのみに切り替えております。
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現在のところ国内で承認された不活化ポリオワクチンはありませんので一般的には生
ワクチンが使用されております。三種混合ワクチン（DPT)と不活化ポリオワクチンを
混合した４種混合ワクチンを開発中ですが、承認は２０１１年以降になるようです。
単独の不活化ポリオワクチンの開発はされておらず、厚労省は輸入ワクチンは承認し
ないという姿勢ですが、２０１１年５月に大手製薬会社のサノフィが国内向けの単独
不活化ポリオワクチンの開発に着手すると発表いたしました。承認には数年かかると
思われます。
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不活化ポリオワクチンを輸入し、接種している医療機関は限られておりますが、あり
ます。地域によっては接種可能な医療機関が’ないこともあります。
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現在多くの国で接種されている不活化ポリオワクチンは２０年以上の実績があり、多
くの人に接種されておりますが、重篤な副作用の報告はありません。一時的な接種部
位の腫れや痛み、発熱等の他の不活化ワクチンと同様の副反応は認められますが、極
めて安全なワクチンです。


Æ�Æ�=�Ù�æ�¦�ë�«�½�ï�w�®�L

�x�•

２回接種にて９０％以上、３回接種にて１００％近くの確率で免疫がつきます。４回
目の追加接種にて長期の抗体維持が確認されております。
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日本では承認されたワクチンがないので、接種回数などは定められておりませんが、
海外では４～６回が標準です。国によりますが、月齢２ヶ月より接種を開始する国が
多いようです。当院では米国の標準的なスケジュールに準じ計４回の接種をお勧めし
ております。最初の３回は１～２ヶ月間隔にて接種し、４歳以降に追加接種を行いま
す。
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他の全てのワクチンと同時接種可能です。日本では生ワクチン接種後には4週間、不
活化ワクチン接種後は1週間の間隔があれば次のワクチンが接種可能です。医学的に
は必ずしもこのような間隔は必要ないため、当院では効率良く接種できるよう柔軟に
対応しておりますのでご相談下さい。
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…�;�x�M�X�’�p�b�T�• 当院では現在１回の接種が¥5,500です。残念ながら、生ワクチンのように公費負担
での接種は出来ませんので全額自費負担となります。
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生ワクチンと不活化ワクチンの併用は可能です。定期接種に双方を導入している国も
ありますので特に問題ありません。このような場合、合計で４回の接種をお勧めしま
す。
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不活化２回＋生２回という方法もあり、生ワクチンによる麻痺等の副作用を減らすこ
とは出来ますが、必ずしもゼロにはなりません。確実にVAPPを回避するには全て不
活化ワクチンで接種を完了することが必要です。
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æ�•�~�M�O�x �• 不活化ポリオワクチンは筋肉注射が望ましいとされておりますが、皮下注射も可とさ
れております。１歳未満ですと大腿部への筋肉注射が比較的安易に、痛みも少なく注
射出来ますのでお勧めいたしますが、最終的にはご相談の上、接種方法と部位を決定
いたします。
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í�^�;�U�K�l�h	Ô�ù�x�• 上記のように不活化ポリオワクチンによる重篤な副作用は報告されておりませんが、
万が一そのようなことがあった場合は、未承認のワクチンのため、国の補償制度の適
応にはなりません。
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€	��D�ó�p�b�T�• 成人への接種も可能です。未接種、または接種歴が不明でお子様が生ワクチンの接種
を受ける場合等は計3回の接種をお勧めします。野生ポリオの流行地への渡航の際に
は１回の追加接種が推薦されております。

�‹�l�q	Ä�`�M	Ø�C�U�I�`�M�w�p

�b�U�{

インターネット等で多くの情報が入手可能ですが、不活化ワクチンに関しては
WHO、米国CDC等の海外の情報源がお勧めです。国内では「ポリオの会」より多く
の情報が発信されております（http://www5b.biglobe.ne.jp/~polio/）。米国内向け
ですが、ポリオワクチンに関しての日本語のワクチン情報もあります（http://
www.immunize.org/vis/jp_pol00.pdf）。
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